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梵字石

諏訪南宮神社扉絵（表）

　
寺
尾
地
区
は
市
内
の
西
端
に
位
置
し
、

中
道
町
と
接
す
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

寺
尾
と
い
う
地
名
は
、
お
寺
の
近
く
に

位
置
す
る
こ
と
に
由
来
し
、
そ
の
寺
と

は
寺
尾
前
付
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
大
祥

寺
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
祥
寺
は
弘
法
大

師
が
８
０
６
年
に
開
基
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
暦
応
元
︵
１
３
３
８
︶
年
に
中
道

町
上
曽
根
に
移
っ
て
竜
華
院
と
な
り
、

廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
寺
尾
地
区
の
北
側
の
入
口
に
当

た
る
の
が
間
門
地
区
で
、
間
門
は
馬
門

と
も
記
さ
れ
、
中
道
往
還
を
通
っ
て
甲

府
か
ら
出
発
す
る
と
、
上
九
一
色
へ
抜

け
る
最
初
の
坂
道
だ
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
よ
う
で
す
。
こ
の
中
道
は
、
甲
斐

と
駿
河
を
結
ぶ
最
短
経
路
と
し
て
弥
生

〜
古
墳
時
代
前
半
に
は
重
要
な
街
道
で

し
た
が
、
古
代
甲
斐
の
中
心
が
八
代
・

御
坂
・
一
宮
辺
り
に
移
る
に
従
い
、
重

要
度
が
薄
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
世
以
降
甲
府
の
町
が
栄
え

る
と
と
も
に
重
要
度
が
増
し
、
武
田
氏

は
間
門
坂
の
入
口
辺
り
に
、
警
護
の
士

を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
道
往
還
と
ほ
ぼ
並
行
す
る
国
道
３

５
８
号
線
︵
精
進
湖
線
︶
の
間
門
の
信
号

か
ら
、
旧
道
を
少
し
登
る
と
、
梵
字
石

が
残
っ
て
い
ま
す
。
梵
字
と
は
古
代
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
︵
イ

ン
ド
︶の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
石
に
は
阿
弥
陀
と

地
蔵
を
意
味
す
る
文
字

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
梵
字
石
は
、
﹃
甲

斐
國
史
﹄
に
よ
れ
ば
真

言
宗
大
祥
寺
の
境
界
を

示
す
と
さ
れ
て
お
り
、

大
祥
寺
参
道
入
口
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か

ら
大
祥
寺
ま
で
の
間
に
、

現
在
中
寺
尾
地
区
に
あ

る
諏
訪
南
宮
神
社
の
前

身
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
古
代
の
集

落
︵
八
代
郡
白
井
郷
の
一
部
？
︶
が
存

在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
古
代

の
遺
跡
が
少
な
い
境
川
地
区
に
お
い
て

は
、
重
要
な
地
区
と
言
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
身
の
諏
訪
南
宮
大
神

社
は
、
治
承
年
間
︵
１
１
７
７
〜
１
１

８
１
︶
に
造
営
さ
れ
た
と
記
録
に
あ
り
、

地
蔵
権
現
が
こ
の
神
社
の
宮
犬
を
連
れ

て
、
出
羽
の
国
︵
今
の
山
形
県
︶
で
役

人
に
化
け
て
悪
さ
を
す
る
古
狸
を
退
治

し
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

武
田
氏
滅
亡
後
２
つ
に
分
社
さ
れ
、
そ

の
１
つ
が
現
在
の
地
に
移
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
元
亀
元
︵
１
５
７
０
︶

年
９
月
武
蔵
出
兵
に
先
立
ち
、
武
田
信

玄
が
納
め
た
祈
願
状
や
、
信
玄
の
弟
武

田
逍
遙
軒
信
綱
が
描
い
た
と
い
う
扉
絵

が
残
っ
て
お
り
、
武
田
氏
か
ら
厚
い
庇

護
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
ま
た
、
上
寺
尾
地
区
の
桑
原
家
に
伝

わ
る
古
文
書
に
、
永
禄
３
︵
１
５
６
０
︶

年
の
武
田
晴
信
︵
後
の
信
玄
︶
の
印
判

状
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
当
時
の
漆
を

集
め
た
状
況
が
窺
え
る
貴
重
な
資
料
で
、

県
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
は
多
く
の
歴

史
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

ぼ
ん
じ
い
し

し
ょ
う
よ
う
け
ん

笛
吹
市
・
中
道
町
一
周
駅
伝
で

一
宮
町
チ
ー
ム
が
優
勝

　
11
月
３
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
﹁
第
１
回
笛
吹
市
産
業
フ
ェ
ア
・
笛

吹
市
商
工
会
合
併
記
念
商
工
ま
つ
り
︵
笛
吹
市
商
工
会
・

笛
吹
市
経
済
懇
話
会
共
催
︶﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
商
工
会
青
年
部
企
画
に
よ
る
﹁
青
空

ラ
イ
ブ
﹂
や
、
つ
き
た
て
の
お
餅
が
無
料
サ
ー
ビ
ス

さ
れ
る
﹁
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
﹂
な
ど
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、

青
空
ラ
イ
ブ
で
は
、
太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

笛
吹
市
産
業
フ
ェ
ア
開
催

﹁
か
が
や
け

ブ
ラ
ス
！
﹂

八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
が
演
奏
を
披
露

素晴らしい演奏を披露する八代小学校金管バンド

氣志團ではなく樹志團!?登場

一宮町チームが優勝

　
11
月
13
日
、
第
45
回
笛
吹
市
・
中
道
町
一
周
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
本
大
会
に
は
、
中
道
町
か

ら
１
チ
ー
ム
、
笛
吹
市
か
ら
は
旧
町
村
単
位
で
７
チ

ー
ム
が
参
加
。
笛
吹
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
及
び
ゴ

ー
ル
地
点
と
す
る
４
０
・
６
㎞
の
コ
ー
ス
を
各
チ
ー

ム
が
９
人
で

た
す
き
を
つ

な
ぎ
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　
各
区
間
で

力
走
を
見
せ

た
一
宮
町
チ

ー
ム
が
２
時

間
17
分
47
秒

で
優
勝
し
ま

し
た
。

　
11
月
６
日
、

県
民
文
化
ホ

ー
ル
に
お
い

て
、
第
19
回

山
梨
県
小
学

校
バ
ン
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は

県
内
小
学
校

の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
が
一
堂
に
会
し
、
練
習
を
積
み
上
げ
て
き
た
楽

曲
を
発
表
し
あ
う
大
会
で
す
。
笛
吹
市
か
ら
は
八
代

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
が
参
加
し
、
﹁
威
風
堂
々
﹂
﹁
ひ

ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
﹂
の
２
曲
を
高
ら
か
に
演

奏
し
ま
し
た
。

　
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
は
か
い
じ
国
体
の
と
き

に
創
設
さ
れ
、
現
在
メ
ン
バ
ー
は
44
人
。
笛
吹
市
内

の
小
学
校
唯
一
の
金
管
バ
ン
ド
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
第
１
回
よ
り
参
加
し

続
け
て
き
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
﹁
保
護
者
会
﹂
が

発
足
さ
れ
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


